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1. 研 究 目的 及 び方 法

ケ イ ・タ ケ イ は, 小 さ い 頃 よ りク ラ シ ックバ レ

エ や モ ダ ン ダ ンス, 演 技 や 発 声 の トレー ニ ングを

受 け た 後, 15歳 よ り, 檜 健 次 の もとで 本 格 的 に モ

ダ ンダ ンス を 始 め た。 そ して, 1967年, フ ル ブ ラ

イ ト留学 生 と して ニ ュ ー ヨー ク に渡 り, ジュ リア

ー ド音 楽 院 他 さ ま ざ ま な ス ク ール で レ ッス ンを 受

け, ア ン ・ハ ル プ リ ン らと の 出会 い を経 た後, 19

69年 「ケ イ ・タ ケ イ と ム ー ビ ング ・ア ー ス」 を 結

成。 レパ ー ト リー は, 同 年 のパ ー ト1か ら現 在27

に至 る 「ラ イ ト」 シ リー ズ が中 心 と な って お り, 

現 代 ア メ リカ の ダ ンス 界 一 特 に ポス トモ ダ ン ダ

ンス, アバ ンガ ル ドの 中 で, そ の 一 角 を 占め て い

る。

 本 研 究 は, この ケ イ ・タケ イの作 風 を 明 か に す

る第 一 段 階 と して, 「ラ イ ト」 を と り上 げ, 作 品

批 評 文(Dance Magazine 1972～1988, 及 び1979, 

1985の 来 日時 の 批評 文 他)を 手 が か りに 作風 の概

要 を 捉 え よ う とす る もの で あ る。

2. 結 果 及 び考 察

 (引 用批評文 につ いては発表資料を参照)

(1) 人生 とい う 「旅 」 を続 け る, 苦 しみ を負 った人

間 達

「ライ ト」 は, 人 生 の 「旅 」, 或 は人 類 の歴 史

とい う 「旅 」 で あ り, しか もそ の 「旅 」 は, 苦 闘

や 困 難 に 満 ち た もので あ る と評 され て い る。

「タケイによれ ば, 人生 は厳 しく, 困難 である。 …

パ ー ト5は, 苦悩 と疲労 のタペス トリーであ る。」

「旅, 苦闘, 身体異常, 重荷 について語 る。」

「最初は, 人間の運命 の恐 ろ しい, 絶望 的な光景 を

伝 えてい るか のよ うに見 える。 しか し, これは究極

的には, ……人 間は行 くべ き道 に沿 って進み続 ける

のだ とい うこ とを示す希望 に溢 れて いる。」

実 際 「ライ ト」 に は, 「旅 」 を 象 徴 す るか の

よ う に, 荷 を背 負 って 歩 く人 達(ほ とん ど の パ ー

ト), 不 具 の振 付 家(パ ー ト7), 盲 に され 石 を

投 げつ け られ, そ れで もな お 石 を 打 ち 続 ける人(パ
ー ト10), こ わ され て も, こわ さ れ て も石 の道 を

作 り続 け る人 (パ ー ト12) 等 が現 わ れ て く る。

 これ に つ い て, タ ケ イ 自身 は, 特 に苦 闘や 困 難

そ の もの を 強 調 す るつ も り は な く, 「自然 のサ イ

クル とは, 生 ま れ-働 き 一死 ぬ, そ の繰 り返 しで

あ ると思 う。 私 は, 人 間 が働 く姿 を, 働 く美 しさ

の あ る人 間 を 見 た い」 の だ と言 う。

 タ ケ イ は, 様 々 な困 難 や 苦 を 課 す こ とで, よ り

極 限 的 状 況 下 で 働 く人 間 を 見 よ うと して い るの か

も知 れ な い。

 こ の タ ケ イの 「働 く人 間 」 の イ メ ー ジは, 自然

のサ イ クル をつ くりだ す 「畑 」 へ, つ ま り農 民 へ

と結 び付 いて い く。 そ れ は パ ー ト7以 降 に しば し

ば つ け られ て い る副 題 を 見 る と明 か で あ る (パ
ー ト7: 畑 の 日記, パ-ト10～13: 石 の 畑, パ ー

ト14: 松 ぼ っ くり畑, パ ー ト16: 大 根 ひ と り踊 り

等)。 そ して, 特 にパ ー ト7に 代 表 され るが, 「ラ

イ ト」 に は物 語 性 を 認 め る こ とが で き る。

(2) 動き-具 体 的 行 為 の反 復

荷 を背負い, 歩 く。

倒 れては, 起 きて立 ち上が る。(パ ー ト5)

けいれん し, のた うちまわ り, 狂 った ように笑 う。

(パ ー ト8)

白い布 を丸めて, 穴 に投げ込む。(パ ー ト9)

石 を打 ちつけ る, 並べ る。(パ ー ト10～13)

歌 に合わせて, 「サ!」 と相の手 を入れなが ら, 円

 にな って踊 る。(パ ー ト12)

 この 他, し ゃが む, ころ が る, 跳 ぶ, は う, た

た く とい った 日常 的 な, しか も或 る具 体 性 を持 っ

た行 為 が, 「ライ ト」 の動 きで あ り, そ こ に は遊

戯 性 を見 る こと がで き る。 「い わ ゆ る ダ ンス ・テ

ク ニ ッ クは全 く興 味 な い こ とで す」 と, 彼 女 自身

言 い切 るよ うに, 既 成 の テ ク ニ ック は使 わ れ て い

な い。 「大 抵, シ ンプル で, 彼 女 ら し くど こか 原

始 的 」 で あ る。 また, 身 体 を た た く, 石 を 打 ち鳴

らす 等 の音 の リズ ム と共 に, 動 き 自身 の リズ ム に

つ いて も言 及 され て い る。

 そ して, 動 き は 「反 復 」 され, Baker, 合 田 が 言

うよ うに, 「堆 積 (accumulation)」 さ れ て い く。
一 っ, 或 は い くつ か の 動 き を 一 単 位 と して, 淡 々

と, 無 表 情 に繰 り返 され, ゆ るや か に変 化 して い

く。

 「(ダ ンサ ー達は)無 表情に…, 人形 のように, ス

 テー ジ上で, 或決 まった型 に沿 って動 く」

 「淡 々と した繰 り返 し」

 「大抵, ゆ っ くりとたれ こめ, 陰欝であ る。 エネル

 ギーは内側に向かい, 冬眠の長い夜の間屯 輝 いている。」

 しか し, 時 に, 「自暴 自棄 (desperate)」 と し

ば しば評 され る, 激 しい運 動 衝 動 を伴 った動 き の

「反 復 」 が観 る者 に 強 い イ ンパ ク トを与 え, 「恐

怖 (terror)」 の感 情 さえ起 こ させ る事 が あ る。Sie-

gelは, 「暴力 的(violence) とさえ言 え る『極 端 さ

(extremity)』 」 と言 い, の た うち ま わ り, こ ろ

が り, 肘 か ら出血 す る ほ ど激 烈 に床 に飛 び込 む動

き を繰 り返 す, パ ー ト8の 男 性 ソ ロを例 に あ げ, 

「あ ま り に痛 々 しい (painful)」 と言 う。kendall

は, 「自殺 狂 に陥 った 」 よ うだ と言 い, パ ー ト3

で は しご に勢 い よ くぶ つ か って い く, 目隠 しされ

-20-



た女を例にあげ, 「残忍性 (cruelty)」 という言

葉であらわ している。また, Bakerは, 同 じくパー

ト8の タケイのソロについて, 布を次々に身体に

巻き付け, グロテスクに笑いながら, 跳び回るタ

ケイを, 「ぞ っとするような苦痛 (pain) の原型」

だと言 う。Siegel,  Baker 共に, こうした恐ろしい

までの痛々しさを感 じさせる作品は, アメリカに

は少ないとしている。また, Siege1は, この激 しい

衝動的動きが, ただの平板な演劇的舞踊に陥るこ

とを避けていると見ている。

 市川は, タケイのインタビューでの答を引き, 

こう言う。 「彼女は…戦 争映画が好きであると語

っている。戦争は死の恐怖に曝されていて, そこ

で しか人間は自身の感情や肉体に忠実になること

はできないというのだ。知性は放棄され, おろお

ろ したり, 叫んだり, 人間が肉体をたずさえて本

質を露呈するのはこの時 しかない。"苦 しいこと

は美 しい"と 彼女は語る。」(そ して, タケイの作

品の特徴をパセティックなことだとした上で)「彼

女の戦争映画についての挿話にしてもパセティッ

クな瞬間があり, その瞬間には人間は知的なレベ

ルを超え, 肉体の危機的な部分を開示 し, 生み落

とす。」つまり, タケイは, 「さまざまな危機に対

処す るダンサーのあり様にひどく関心を持ってい

るようである。」と述べる。また, Egan も同様のこ

とを指摘 し, 真の自分を見せ る瞬間を「真理(tru-

th) の瞬間」と呼び, これは遊んでいる時の子供, 

或は動植物といった自然界には容易に見 られるもの

だと, タケイが主張すると言う。上記の衝動的動き

の反復を繰 り返す動きの他, 遊戯性のある動き, 

投げつけられた石に反射す る動き等は, こうした

知性を越えた 「真理の瞬間」を生 もうとしている

のだといえる。

(3) 対比的な空間構成(個 一群/限 定され るスペー

ス)と, 時間の展開

Baker がパー ト1か ら5に ついて, 「(パ ー ト5

を除 く)各 パー トのすべては, 我々にい くつかの

人間のグループ(異 なる活動に熱中する, しばし

ば 『群 』とソ リス ト)を 対比させる」と言ってい

るように, 個と群の対比が構成上の大きな特徴で

ある。この対比される個と群は, それぞれが動 く

スペースを限定 しており, 時には, 石, パズル, 

照明により, スペースを完全に区分する。Sommers

は, 「タケイのマス, 密度, 群の動きについての

知識 及び環境 と人間との関係, そして人間同士

の関係についての探究が, 彼女に労働者/ダ ンサ
ー達によって発展しつつある一つの社会 (commu -

nity) を案出させた」と言 っている。社会 との関

わりの中で, 人間の姿はより際立ったものとなる。

パー ト4: ジグソーパ ズル を並べて い く女(人 々の

行 く道を妨 げる者)

パ ズル によ り行き場を失 う者達(妨 げ ら

れた者達)
パ ー ト9: ステー ジをスクエ アにゆ っく り回 る女

穴 の中にボール(白 い布)を 投げ込む女

「隊列 をな し, 規 制 されたス テップ によ

って几帳面 に移動 す るダ ンサー群 」

合 田は, 「内在す る時間」と「雑多 な

ものが混在 し, 錯綜す る現実時間」
が巧みに複 合 されてい ると言 う。

こ の 「対 比 」 は, 一 っ の パ ー ト内で 並 列 的 に あ

らわ れ る時 も あれ ば, 一 つ のパ ー トの シー ンの 間

で, 或 は連 続 す るパ ー ト問 で あ らわれ る時 もある。

パ ー ト4: パ ズル を並べ, 敷 いて行 く。

パ ー ト5: 敷かれ たパ ズルの上で踊 る。

パ ー ト6: パズルをはず しなが ら踊 る。

また, このような空間構成 と共に, 合田, Hodg-

sonが 指摘す るように, 「ライト」では, 時間の

経過を重視 している。組み立てられてい くパズル, 

並べ られていく石の道, 背負 った袋からこぼれて

いく米は, 空間上に時間の経過を具体的痕跡とし

て示す。 また, 断続的な暗転や動作の休止, 個 と

群の間での動きの対比 (特 にスピー ド) 等が効果

的に用いられている。

そ して, 「ライ ト」は, パー ト毎の関連はない

が, 連続 して上演されることにより, さらに効果

的となり, まさしく 「旅」となる。

(4)衣裳, 小道具, 装置 一 自然に存在す るもの

オフ・ホワイ トの木綿のパ ンッ, 上着。背負っ

た大きな袋, 石, ステージをおおう白い布。身体

から発する音 ・声。 これらはいずれも, 自然に存

在す るものであり, 作品に具体性を持ち込んでい

る。

(5) 隠喩的で, イメージに満ちた世界
-「 ライ ト」-

以上のような特性を合わせ もつ, 全体 としての

作品 「ライ ト」は, 「原始的」 「儀式的」 「宇宙

的」な雰囲気をもつ, 隠喩的 (metaphorical)で, 

イメージに満ちた詩的世界である。

「いずれにしても作品は何も語らず, 訴えもしない。
そこには, ただ黙々と動く人間像があるだけである。
それなのにさまざまなイメージを湧かしてくれる」
「叙事詩的作品であるライト」
「『ライト』は, あらゆる人間の魂の投影であると

同時に, 人間の様々な状況に対するメタモルフォー
ゼであった。」
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